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内容の要旨および審査の結果の要旨
肥大型心筋症（hypertrophiccardiomyopathy,ＨＣＭ）は，原因不明の心筋肥大を来す希有な疾患
で自然歴が明らかでなく，突然死を起こす点でその診断と慎重な経過観察が重視されている。ＨＣＭの左
室肥大と心電図所見との関連については幾つかの報告がみられるが，長期にわたる経年的心電図変化と経
年的左室・両室造影所見とを対比検討した報告はない。そこで，著者は経年的心電図所見とくにＨＣＭに
みられる陰性Ｔ波の変化がいかなる病態を反映しているかを明らかにするために，経年的に左室・両室造
影像を分析し左室壁肥厚，左室収縮拡張機能，左室形態の推移と比較検討した。対象および研究方法；
ＨＣＭ76例のうち経年的に心室内伝導障害の出現を認めず，臨床症状の変化により経年的左室・両室造影
を施行し得たＨＣＭ15例を対象とし，平均69カ月の観察を行なった。経年的心電図所見とくに陰性Ｔ波の
変化について著者はまず，(1)陰性Ｔ波の出現または増高例（Ａ－１群，５例)，(2)陰性Ｔ波の消失または
減高例（Ａ－２群，４例)，(3)Ｔ波変化のない例（Ｂ群，６例）の３群に分類した。研究成績；１）心尖部
壁厚と最大陰性Ｔ波高との間には，観察開始時（ｐ＜001），終了時（ｐ＜0.05）とも有意相関が認めら
れ，ＳＶ,＋ＲＶ５と最大陰性Ｔ波高も，開始時・終了時とも有意相関（Ｐ＜0.001）を示した。２）Ａ－１群
では，経年的にＳＶ１＋ＲＶ５の増高，左室前壁・心尖部肥厚の進展を認め，また左室容積曲線の解析により
求めた左室拡張機能（PeakdV／dt／EDV）の低下を認めた。左室拡張末期容積，左室駆出率には変
化を認めなかった。左室拡張末期形態は，円形よりスペード型へと変化した。３）Ａ－２群では，ＳＶ,＋
RV5の減高，左室前壁・心尖部肥厚の減少・罪薄化および左室拡張機能の低下を認めた。更に左室拡張
末期容積の増大，左室駆出率の低下を認め，Ａ－２群の２例は観察終了時には拡張型心筋症様病態を呈し，
うち１例は突然死を認めた。剖検所見では，前壁・心尖部壁肥厚の非薄化と広範な線維化を認め，心筋内
の中小動脈は内膜・中膜肥厚に伴う高度の内腔狭窄所見を呈した。Ａ－２群では，観察開始時心尖部肥厚
に加え著明な心室中隔肥厚を伴っていた。４）Ｂ群では，心電図所見，左室壁肥厚，左室機能に明らかな
変化を認めなかった。
以上の成績より著者は，ＨＣＭの心電図所見の長期推移の検討により，方宰壁肥厚とくに心尖部肥厚・
左室機能・左室形態の経年変化が類推可能であると結論した。また，心尖部および心室中隔肥厚を伴うＨＣＭ
で，経年的に陰性Ｔ波の消失を伴う例では，拡張型心筋症様病態に移行する可能性があると推定した。
本論文は，ＨＣＭより拡張型心筋症への移行があり得るか否かに関し，経年的な心電図所見に対応する
左室・両室造影像の追跡によって，拡張型心筋症様病態を呈するＨＣＭの存在を実証し，かつこのような
亜型の特徴を明らかにした点で，心筋症研究に資するところが大きいと評価される。
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